
Lake Biwa

第４期大津市観光交流基本計画（案）について

令和８年３月１６日（月）

産業観光部観光振興課

令和８年２月通常会議 生活産業常任委員会

意見募集期間 令和７年１２月２５日（木）～令和８年１月１３日（火）２０日間

意見提出者数 １１名

意見総数 ２５件

反映した意見 ・サイクリングやサイクルツーリズムについて

・伝統的な街並みや景観などを生かした歴史まちづくりについて

パブリックコメントの結果（概要）
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令和7年12月25日（木）～令和8年1月13日（火）
11名
25件

項

1 12

前回のパブコメでも指摘したが 大津へのアクセスは12 頁に記載の通りであるが 問題は 市内での移動手
段と費用である。こんな強みを強調するより 今後 大津市は市内での移動について 都市構造と公共交通
を持続可能に改善することでの強みを記載してはどうか。市内の移動については 頑張る京阪石坂線 地味
で規模小さいが大津市環境部で推進するレンタサイクル等明るい兆しもある。大阪市内では 電動キック
ボードが旅の人で利用しやすい事業が進んでいる。大津固有の移動手段を大津港周辺，文化ゾーン内，三
井寺周辺，新庁舎と皇子山総合運動公園などでの事業は観光誘致の可能性があるのではないか。都市計画
や福祉関連の事業者からの情報も役立つのではないか。

ご意見につきましては、今後の施策等の参考といた
します。

2 13

●ビワイチの深化と「宿泊・消費型サイクルツーリズム」の推進
【意見の内容】
「ビワイチ」を軸としたサイクルツーリズムの推進について、本計画案では通過型の観光から「滞在・消
費型」への転換が示唆されています。これに対し、自転車利用者向けの「サイクルステーション」の拡充
に加え、自転車を館内に持ち込める宿泊施設の認定や支援など、「サイクリスト・フレンドリーな環境整
備」をより具体的に記述いただくことを提案します。

p.25の「施策2　既存コンテンツの高付加価値化・
連携強化」の取組例に、「サイクルツーリズム」の
文言を追記します。

該当箇所
ご意見 ご意見に対する本市の考え方

詳細箇所

第2章　現状と課題
強み4　周辺大都市か
らアクセスしやすい
ロケーション

第2章 現状と課題
（サイクルステー
ションに関する記
述）

第４期大津市観光交流基本計画（案）に対するパブリックコメントでの意見内容と市の考え方

・意見募集期間
・意見の提出者
・意見総数

No.
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項
該当箇所

ご意見 ご意見に対する本市の考え方
詳細箇所

No.

3 13

■宿泊
琵琶湖自体には非常に大きな魅力があると思います。
その反面、滋賀県の観光スポットは琵琶湖があるが故に、移動し難いという印象も持ってます。
故に琵琶湖を楽しみながら移動も出来れば大津市を宿泊拠点に観光しやすいかと思います。
湖をよりダイレクトに楽しめる方法としては「船」があると思います。
例えば、大津港から長浜や彦根、今津などに手軽（便数など）に利用できる船の航路があれば利用してみ
たいと思います。
船内でちょっとした滋賀特産の軽食や飲み物を楽しめると大変魅力に思います。

また、スポーツタイプの自転車、折り畳み自転車等を載せることができれば、移動先での行動範囲も広が
り局所的なオーバーツーリズムになることも防げ、琵琶湖がある滋賀県ならではの楽しみ方になると思い
ます。（移動自体が観光要素になる。静的な観光とサイクリングというアクティビティを同時に楽しめ
る。）
そういった楽しみ方が手軽に出来るようになると、「滋賀観光のハブ拠点」として大津市での宿泊は魅力
あるものになると思います。

ご意見につきましては、今後の施策等の参考といた
します。

4 14

山王祭など決まったイベントだけに観光客が多く来て地域住民が楽しめない。宵宮落としでは観光客が増
えて神輿と観光客の事故にならないか心配。
歴史や京町家（昔ながらの床几のある家）など大津市にはたくさんあるにもかかわらず保全活動や補助金
がない。今もどんどん消えている。
外国人や旅行者向けばかりホテルなど作りすぎないでほしい。景観が余計に悪くなる。地域住民の生活弐
配慮した計画にしてほしい。

祭は観光資源にもなり得るものであり、祭自体の継
続のためにも、観光客の観光消費による地域経済の
活性化を両立させることが大切であると考えていま
す。
また、京町屋や石積みなど歴史的な景観も大切な観
光資源でることから、p.25の「施策3　インバウン
ド対応を含めた観光インフラ・受入環境の整備」に
「伝統的な街並みや景観などを活用した歴史まちづ
くり」の文言を追記します。

第2章　現状と課題
■中央エリアの強み

第2章 現状と課題
■祭
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項
該当箇所

ご意見 ご意見に対する本市の考え方
詳細箇所

No.

5
13
20

サイクルツーリズムについて、これまでの個人的な体験や感じていることから、意見を述べさせていただ
きます。
私は、サイクルツーリズムは、ニセコのように世界的なリゾート地へと発展していく可能性を持った観光
分野ではないかと感じています。かつて、日本人の間ではスキーやスノーボードを中心としたスノーリ
ゾートは、成熟した分野、あるいは以前ほどの勢いがない分野と捉えられていた時期があったように思い
ます。しかし、海外からの評価や関心をきっかけに、ニセコは世界中から多くの人が訪れる国際的な観光
地へと変化していきました。国内だけの視点では気づきにくかった魅力が、外からの目によって改めて見
直された例だと感じています。サイクルツーリズムも、これと少し似た状況にあるのではないでしょう
か。日本では、自転車は日常の移動手段や個人の趣味として捉えられることが多い一方で、海外では、サ
イクリングそのものを目的とした旅行が広く楽しまれています。日本の自然環境や景観、治安の良さは、
そうした旅行スタイルと相性が良く、世界的に見ても魅力のある地域になり得るのではないかと感じま
す。その中で、ビワイチ、そして滋賀県大津市は、サイクルツーリズムの拠点として特に恵まれた条件を
備えているように思います。日本一の湖である琵琶湖を中心に走れる環境があり、関西国際空港からのア
クセスの良さ、京都や大阪といった世界的な観光地からの近さは、国内外のサイクリストにとって大きな
魅力になるのではないでしょうか。本計画において、こうした可能性を一つの視点として捉え、サイクル
ツーリズムを将来に向けた観光の選択肢の一つとして位置付けていただくことで、大津市の新たな魅力づ
くりにつながることを期待しています。

p.25の「施策2　既存コンテンツの高付加価値化・
連携強化」の取組例に、「サイクルツーリズム」の
文言を追記します。

6
20
25

●インバウンド（訪日外国人）向けプレミアム・サイクルツーリズムの推進
【意見の内容】
本計画案にある「海外観光客の誘致」において、欧米豪を中心とした富裕層は、質の高いアクティビティ
への支出を惜しまない傾向にあります。「ビワイチバイク」で提供しているような高品質なスポーツバイ
クのレンタルと、専門ガイドによる歴史文化解説（比叡山坂本や石山寺など）を組み合わせた「プレミア
ムな体験型観光」の整備などの施策が考えられます。
特に、大津市の起伏に富んだ地勢を活かし、E-BIKE（電動アシスト付スポーツ自転車）を活用した山岳エ
リアへの周遊促進は、他の地域との差別化に繋がります。市内の観光施設におけるE-BIKE充電スポットの
整備支援や、多言語でのサイクリングマップ作成など、インバウンドが安心してスポーツバイクを利用で
きる環境づくりを計画反映を要望します。

p.25の「施策2　既存コンテンツの高付加価値化・
連携強化」の取組例に、「サイクルツーリズム」の
文言を追記します。

7
20
25
27

●サイクルツーリズムを支える「ソフト面の受入環境整備」と教育
【意見の内容】
ビワイチのブランド力を高めるためには、ハード（自転車道）の整備に加え、サイクリストを受け入れる
「ソフト（人・店舗）」の質向上が不可欠です。
本計画において、市内の飲食店や商店を対象とした「サイクルフレンドリー講習会」の開催や、トラブル
時のサポート体制（回収サービス等）の官民連携での構築を提案します。また、市民や事業者向けに、自
転車を活用した観光振興が地域のQOL（生活の質）向上や脱炭素にどう寄与するかを周知する啓発活動も
重要です。「ビワイチバイク」のような専門事業者の知見を、地域の受入態勢の底上げに活用する仕組み
を計画案に記述していただきたいです。

ご意見につきましては、今後の施策等の参考といた
します。

第2章 現状と課題第4
章 基本方針と推進す
る施策
基本方針1　施策3

第2章　現状と課題
（サイクリング、ビ
ワイチ言及箇所）

第2章 現状と課題第4
章 基本方針と推進す
る施策
基本方針1　施策3
基本方針3　施策2
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No.

大津市には、びわ湖をはじめとする豊かな自然、歴史ある寺社、温泉、食文化など、魅力的な観光資源が
数多く存在し、市内各地では年間を通じて様々なイベントが開催されています。さらに都市部の混雑を避
け、静かで穏やかな環境の中でゆったりと旅を楽しめる、他にはない特長を有しています。一方で、こう
した魅力は「知る人ぞ知る存在」にとどまっており、まだ十分に認知されているとは言えないのが現状で
す。これらの魅力をより多くの方に知っていただき、実際に大津を訪れ、体験していただくことが重要で
あると考えます。この“大津ならではの価値”を明確に打ち出し、ターゲットに応じた情報発信を強化す
ることで、観光地としての認知向上と来訪意欲の喚起を図っていけたらと考えております。また、大津市
の歴史や文化、自然を活かしたここでしか味わえないコンテンツの展開も検討いたしました。記憶に残る
体験と持ち帰れる記憶をご提案させていただきます。

①大津市民全員観光大使 ‐140万人インフルエンサー化プロジェクト‐
【目 的】 ・大津市の魅力発信力の強化・市民による“リアルで親近感のある情報”の拡散・観光客目線
に近い情報発信による来訪意欲の喚起
②大津のいいとこ・いいことまとめサイト
【目 的】 ・観光情報の一元化による利用者利便性の向上・情報取得から来訪検討までの導線強化・大津
観光の“入口サイト”としての機能強化・市内回遊・滞在促進につながる情報基盤の整備
③うみのこ体験ステイ
【目 的】・新たな観光目的の創出・次世代を見据えた「生涯顧客」の獲得・環境教育・SDGsを軸とした
大津市の価値発信・家族旅行による宿泊需要の創出
④大津土産の新定番づくり ‐大津絵の活用‐
【目 的】 ・大津ならではの定番土産の創出・伝統文化の現代的継承・市内消費の底上げ・若年層・イン
バウンドへの訴求

⑤Lake Bus/ Water Taxi
【目 的】 ・観光二次交通の強化・市内回遊性の向上・びわ湖を活かした新たな移動体験の創出・交通混
雑の緩和と環境負荷低減化
⑥びわ湖3拠点花火開催プロジェクト
【目 的】・国内外への大津市の認知向上・観光滞在時間の延伸・宿泊需要の創出・オフシーズンの集客
対策
⑦大津いいとこめぐり周遊バスプロジェクト
【目 的】・観光客の移動手段確保・市内回遊性の向上による名所・商店街の消費喚起・公共交通の利用
促進による渋滞緩和・環境負荷軽減
⑧大津おいしいもの発見マルシェ
【目 的】・観光目的の創出・地元事業者支援と消費喚起・観光客および市民の市内回遊促進
⑨大津まるごとクーポン
【目 的】・市内消費を一元的に促進・消費者の利便性向上・観光客の消費単価の向上
⑩大津ロケ地誘致プロジェクト
【目 的】・大津の魅力を全国・海外へ広く発信・“大津＝風景の美しい街”というイメージの定着・地
域経済の活性化（ロケ関連消費、聖地巡礼）

8 25

魅力が十分に認知されていない現状や、大津ならで
はの価値をターゲットに応じて情報発信することに
つきましては、p.16及びp.26に記載のとおりです。
ご意見につきましては、今後の施策等の参考といた
します。

第4章　基本方針と推
進する施策
基本方針1

5



項
該当箇所

ご意見 ご意見に対する本市の考え方
詳細箇所

No.

9 25

施策 1、施策 2 の中の具体的な推進する取組例にサイクルツーリズムを明記するのが良いと思います。
大津港サイクルステーションでの自転車貸出台数は令和 5 年から令和 7 年にかけて 3.5 倍に成長して
おり、インバウンド観光客の利用率も 30％を超えており、大津市における観光消費額に貢献していると
考えられるため。サイクルツーリズムの観光消費額は世界的な規模で見ると 2030 年まで年間 9％で成長
すると考えられており、大きな可能性を秘めています。日本ではしまなみ海道がサイクルツーリズムの先
駆者として知られておりますが、その他のエリアではまだまだサイクルツーリズムの印象は薄いのが現状
です。ビワイチの認知度が広がってきている今このタイミングで積極的に大津市を起点としたサイクル
ツーリズム商品の開発、PR に取組ことが将来の観光地として選ばれるようになる起爆剤となると考えら
れます。海外ではサイクルツーリズムが、日本でいうところのバスで回るツアーと同じレベルでカテゴ
リーされ広く取り扱われているのが現状です。世界的に大きなマーケットに参入することが、今後の観光
振興に必要だと感じています。

p.25の「施策2　既存コンテンツの高付加価値化・
連携強化」の取組例に、「サイクルツーリズム」の
文言を追記します。

10 25

関東在住の者です。先日、初めて滋賀県高島市を旅行で訪れ、琵琶湖の雄大な景観や湖岸の心地よさ、地
域の落ち着いた雰囲気に大きな魅力を感じました。首都圏から一定の距離はあるものの、それを上回る価
値があり、「また訪れたい」「次は別のエリアも巡ってみたい」と思える観光地であると実感しました。
滞在中、湖岸を自転車で移動する人々の姿が印象的で、サイクリングは琵琶湖の魅力を最も自然に体感で
きる方法の一つだと感じました。しまなみ海道に代表されるように、サイクリング自体を目的とした観光
は、景観や地域の魅力を楽しみながら周遊でき、滞在時間の延長や宿泊・飲食等の地域消費にもつながる
有効な観光手法であると考えます。そのような視点で見ると、大津市は琵琶湖の玄関口としての立地に加
え、疏水や歴史・文化資源、門前町など多様な魅力を有しており、サイクリング観光との親和性が非常に
高い都市だと感じます。私自身、高島市を訪れた経験から、次回は大津市を訪れ、湖岸や歴史資源を自転
車で巡る観光を体験してみたいと考えるようになりました。
本計画において、サイクリングを単なる移動手段としてではなく、地域の魅力を体感する観光コンテンツ
の一つとして明確に位置付け、分かりやすいルート設定や体験設計、地域や民間事業者との連携を含めて
整理していただくことで、首都圏を含む新たな来訪者の誘客や、持続可能な観光振興につながるものと考
えます。

p.25の「施策2　既存コンテンツの高付加価値化・
連携強化」の取組例に、「サイクルツーリズム」の
文言を追記します。

第4章 基本方針と推
進とする施策
基本方針1

第4章 基本方針と推
進とする施策
基本方針1
施策1、2
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項
該当箇所

ご意見 ご意見に対する本市の考え方
詳細箇所

No.

11 25

神奈川在住の者です。定年後に健康づくりの一環としてロードバイクを始めてから、自転車で日本各地を
旅するようになりました。これまでに関東近郊だけでなく、地方のサイクリングコースにも足を運び、地
域ごとの景色や雰囲気、人とのふれあいを楽しんでいます。自転車で走ると、車や電車では気づかない地
域の良さを感じられるのが魅力だと思っています。関東では、霞ヶ浦をよく走っています。一周できる
ルートが分かりやすく整備されており、道に迷いにくいことや、途中で休憩できる場所が点在しているこ
とがとてもありがたいです。地元の方と観光で来た人が同じように使っている様子を見ると、自転車が地
域に自然に溶け込んでいると感じます。また、しまなみ海道も訪れたことがありますが、レンタサイクル
が充実していて、出発した場所と違う場所で返却できる点がとても便利でした。自転車を持っていなくて
も気軽に楽しめるため、初心者や観光目的の人が多く、にぎわっている印象でした。自転車で走ること自
体が観光の目的になっている点が、とても良い仕組みだと感じました。
琵琶湖周辺は、景色の良さや距離感を考えると、日本でも有数のサイクリングに向いた場所だと思いま
す。ただ、観光で訪れた人が気軽に使えるレンタサイクルや、途中で返却できる拠点は、まだ少ないよう
に感じました。特に、電車で来た人が駅から自転車に乗り、別の場所で返して観光を続けられるようにな
ると、とても使いやすくなると思います。本計画の中で、霞ヶ浦やしまなみ海道のような事例を参考にし
ながら、レンタサイクルの数を増やしたり、乗り捨てができる拠点を増やしたりしていただけると、自転
車を持たない観光客や、私のような定年後世代にとっても琵琶湖を訪れやすくなると感じます。自転車で
の旅がもっと気軽に楽しめるようになることを期待しています。

p.25の「施策2　既存コンテンツの高付加価値化・
連携強化」の取組例に、「サイクルツーリズム」の
文言を追記します。

12 25

観光客が移動しやすい、使いやすい公共交通の実現
■ＪＲ京都駅から近い大津駅から観光地へ乗り換えなしで行ける路線バスの充実。
ＪＲで大津駅まで来て、そこから観光地へほぼどこにも行けない現実からの脱却。

※滋賀県の「滋賀地域交通計画」と連動させ、大津市内を自由に観光できるようにする。
■観光者が使いやすい「大津市内観光共通２６時間券」の発売。
現状…複数の事業者が自社を囲む乗り放題券・企画乗車券の設定。
（大津市内中心部を公共交通だけで移動する乗り放題券・企画乗車券は存在しない。）
→大津市内を京阪電鉄、京阪バス、近江鉄道バス、江若交通バス、帝産湖南交通が共通で乗り放題となる
ベーシックの乗車券の発売。
…現行設定されている比叡山などの企画乗車券にも、上記乗り放題のベーシック区間を含む設定とする。

本市においては、公共交通に関しては「大津市地域
公共交通計画」で定めるところであり、ご意見につ
きましては、今後の施策等の参考といたします。

第4章 基本方針と推
進とする施策
基本方針1

第4章 基本方針と推
進とする施策
基本方針1
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項
該当箇所

ご意見 ご意見に対する本市の考え方
詳細箇所

No.

13 25

観光客が移動しやすい、使いやすい公共交通の実現
■ＪＲの空港アクセス特急「関空特急はるか」号の大津京発着の推進。
山陰本線（嵯峨野線）のホームから発着している「関空特急はるか号」を京都から先、山科駅まで延伸さ
せ、地下鉄東西線への誘導及び山陰線（嵯峨野線）ホームの発着ホームを増やす計画が浮上→折返のポイ
ント増設のための莫大なコストに加え、現状、ポイントを渡ることがなかった内側線を走る大津～京都の
列車がポイント通過が必要となり、大津～京都間の所用時間の増大が予想される。輸送障害等によるダイ
ヤ乱れが発生した時、新たなポイントがボトルネックとなる可能性がある。
湖西線大津京駅発着とすれば、大津京駅での折り返し時分は１０分程度確保可能で、山科駅発着と同様、
運用数を増やさずに実現可能。ポイント増設を最小限に抑えることができ、江若交通バスの浜大津線（１
０２番・１０３番系統）を大津京駅を経由してダイヤを調整すれば、雄琴温泉ホテル周辺の送迎バスとし
て路線バスが活用することができる。大津観光だけでなく、京都観光でも大津市内に宿泊してもらうこと
ができる。

本市においては、公共交通に関しては「大津市地域
公共交通計画」で定めるところであり、ご意見につ
きましては、今後の施策等の参考といたします。

14 25

■自転車の活用
サイクリング
浮御堂などは知名度も高く魅力的な名所で、大津中心地からの距離も日帰りでサイクリングを楽しむには
最適な距離だと思います。
ただ、琵琶湖大橋～大津中心地に関しては、交通量の多い道路を走ることになるので「道路環境の改善」
を期待します。

大津市内の移動
京都-大津間はJRや京津線でのアクセスが良く、個人的にも半日程度でリラックスできる時間を持ちたい
時には大津を訪問します。
ただ、大津に行った後の移動手段に少し困ることが多いです。
「レンタサイクルが複数の駅近く（というか構内、隣接）」にあればより多くの観光地を巡ることが出
来、徒歩よりも広範囲の移動が可能ですので、名所周辺での行動範囲も広がり局所的なオーバーツーリズ
ムの緩和も期待できると思います。
また、近隣の観光地である京都市との組み合わせての観光も容易になると思います。
例えば、広範囲なエリアからアクセスがしやすいJR大津駅で借りて、京都市の中心地にアクセスしやすい
びわこ浜大津駅で返却といった使い方ができると便利と思います。

海外観光客
交通ルールが異なる異国でのサイクリングでの安全確保は重要になると思います。
パンフレット等での啓蒙に加えて、「実際の標識類で海外の方の安全確保」が出来るようなもの（道路標
識を補助するようなもの）が増えると良いと思います。

p.25の「施策2　既存コンテンツの高付加価値化・
連携強化」の取組例に、「サイクルツーリズム」の
文言を追記します。

第4章 基本方針と推
進とする施策
基本方針1

第4章 基本方針と推
進とする施策
基本方針1
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項
該当箇所

ご意見 ご意見に対する本市の考え方
詳細箇所

No.

15 26

既存の枠にとらわれない情報発信
■ＪＲ京都駅への大津観光案内所の設置。
・観光客の動線にあたる、ＪＲ京都駅中央改札口あるいは西改札口付近に「大津観光案内所」を設置。
→大津の魅力発信とともに、京都と大津が目と鼻の先であることを積極的にＰＲし、観光の選択地に含め
てもらえるようにする。（準備が整うまでは、取り急ぎ、京都総合観光案内所内にて大津のブースを設置
させてもらう。）
・旅行会社等のパック旅行を利用してＪＲ京都駅から各地へ帰宅する際、指定席券で決められた列車以前
の列車には乗車できないケースが多く、京都駅に早く着けば、混雑している京都駅で時間を過ごさないと
いけない。そのようなときにも、京都と大津が目と鼻の先であることが伝われば、お越しいただけると考
えられる（あらかじめ「１時間でまわる京都から大津市内をまわるモデルプラン」のようなパンフレット
などを準備しておく）。

ご意見につきましては、今後の施策等の参考といた
します。

16 26

■魅力発信
残念ながら滋賀県および大津市の観光としての知名度はそれほど高いとは感じてません。隣接する「京都
市」と関連した楽しみ方、巡り方などで知名度が上がればよいと思います。
琵琶湖疏水の観光船や小関越のサイクリングなどを使って、京都市～大津市間の移動を兼ねたコンテンツ
が増え、それらを発信できればよいなと思います。

ご意見につきましては、今後の施策等の参考といた
します。

17
26

全体

 移動手段の快適性についての課題と対策を記載する。
 「持続可能な公共交通」として 柔軟な事業を始める。 路線バス・観光バス・新たな移動手段等。
 なお 現在策定中の第2 次大津市地域公共交通計画（案）には 14 頁に「MICE 誘致やその他観光振興策
と連動した利用促進」としての施策があるが 趣旨は「地域公共交通維持・確保のための利用促進方策の
実施」である。中途半端な予算執行にならない事を市民として危惧する。米国(シカゴ)や欧州では ダウ
ンタウンの路線バス・鉄道乗り放題 １日～１０日等乗り放題チケット等があり便利で安価であるが 大津
市内は路線バスが少なく複数業者が運行しているので観光向けには困難な状況である。過去に頓挫した
関空からの遊覧飛行，大津港から土日だけの一番丸，中国資本のレンタサイクル, 客寄せの自動運転バ
ス。。。等は話題性があるが 市民の利用利便性と安定運行に無理があった。

ご意見につきましては、今後の施策等の参考といた
します。

18 27 ・サイクルツーリズムに対応可能なガイド人材の育成を追記するのがよいと思います。
ご意見につきましては、今後の施策等の参考といた
します。

第4章 基本方針と推
進とする施策
基本方針3　施策2

第4章　基本方針と推
進する施策
基本方針2 施策4

第4章　基本方針と推
進する施策
基本方針2

第4章　基本方針と推
進する施策
および全般

9



項
該当箇所

ご意見 ご意見に対する本市の考え方
詳細箇所

No.

19 28

ＭＩＣＥ誘致については その規模と既存施設から特段取り上げるほどのことはない。大津市の人材投入
と費用対効果で見直してはどうか。現在のMICE 推進での個々の事業の数と各々の規模について 目標と実
績を資料編か別途公開して 識者から意見を求めてはどうか。大阪市のような箱ものでの長期にわたって
苦労して地元・近隣の自由な利用で維持していることはご存知かと思う。市内の大学は 滋賀医大 龍谷大
学 成安造形大が学会を開催するに際して大津市が協力するくらいではないか。メジャーではない アカデ
ミックではないような種類の中小規模の会議なら 現状の施設で十分ではないか。 コラボ21 やピアザ淡
海でよいのではないか。

p.28に記載のとおり、MICEは一般的な観光に比べ
て、経済波及・都市の知名度向上・レガシー創出な
ど、様々な側面で大きな効果をもたらす施策である
ことから、原案のとおりとします。

20 35
琵琶湖観光協会など地元と大手二件のホテル以外の登用を検討する。例えば 市外・県外の有力旅行会社
からの安定的な旅行者の獲得を追加する。 現状では 市内の有力事業者がイエスと言わなければゴーでき
ない体質が問題ではないか。計画書にどう記載するかは検討して欲しい。

びわ湖大津観光協会をはじめ、関係者の役割と将来
像を記載しており、ご指摘のような、特定のホテル
に関する記載ではありませんので、原案のとおりと
します。

21 35
本計画に関係する審議会を創設して 学識経験者，市外県外の有識者，一般大津市民での熟議により観光
振興課主導で４年後の姿を設定する。該当箇所 35 頁の図のフローでは 誰も責任をもって先導できな
い。

本計画は市内外の観光事業者や学識経験者などで構
成する意見交換会で意見を聴取しながら策定を進め
ているところです。

22
13
36

●大津港（大津駅周辺）を起点とした「大津発ビワイチ」の拠点化
【意見の内容】
大津市はビワイチ（滋賀県一周）の南の玄関口でありながら、多くのサイクリストが北湖を中心とした
コースを選択し、大津市内が「通過点」となっている現状があります。
「ビワイチバイク」のような本格的なロードバイク・クロスバイクのレンタル拠点を、大津港や大津駅周
辺の公共空間とさらに深く連携させることを提案します。例えば、市内の宿泊施設と連携した「手ぶらで
ビワイチ（大津で借りて大津で泊まり、大津に返す）」プランの推奨や、大津港を起点とする「南湖一周
（ナンコイチ）」のプロモーションを強化することで、市内の滞在時間延長と宿泊客数の増加を図るなど
が考えられます。計画案において、単なる通過ルートの整備だけでなく、「出発・到着地点としての機能
強化」を明文化していただきたいと考えます。

ご意見につきましては、今後の施策等の参考といた
します。

第2章 現状と課題
第6章 計画推進体制
広域連携について

第4章　基本方針と推
進する施策
基本方針4

第6章　計画推進体制
（1）主な役割と将来
像

第6章　計画推進体制
（1）主な役割と将来
像
（2）目指す体制図
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項
該当箇所

ご意見 ご意見に対する本市の考え方
詳細箇所

No.

23 全体

本計画全般を通して 利用者(旅の人と市民)より事業者，市内の施設，及び行政からの視点で記載さ
れている。全体として 「大津にはいいものがある，自然環境が素晴らしい，そしてそのことの情報
発信が不十分だ。。。という底流の計画書である。あたかも 旅行業の専門学校の教科書の様である。
ＡＩツールか、コンサル会社のひな型に大津市の統計データを投入して完成したのではないかと目を
疑う。
・理由
① 利用者(旅の人と市民)視点－１
大津駅 大津インタを降りて さてどうするとなったときに何があるか。ＳＮＳやネット情報から そのよ
うな人はもともと 大津に来ない
② 利用者(旅の人と市民)視点－2
大河ドラマや話題の図書読んで現地に来た さてどうする。 一定の目的達成 一定の満足 ――＞ でも 何
かないと 二度と来ない
③ 利用者(旅の人と市民)視点－3
歴史文化の興味から石山寺と三井寺に来た さて。。 一定の目的達成 一定の満足 ――＞ でも 何かない
と 二度と来ない
④ 利用者(旅の人と市民)視点－4
会議や行事で来た ――＞ エクスカーションが設定されていたらそれだけ わざわざ 二度と大津に来ない
⑤ 利用者(旅の人と市民)視点－5
琵琶湖の自然と行事で来た ―――＞ 気に入っても多様な施設や移動が不十分
⑥ 昭和の時代 琵琶湖観光やスキー場に淀屋橋から京阪の夜行電車で人が押し寄せたころの記憶が観光協
会や関係者にあるのではないか。びわこ大花火 お隣のイナズマロックフェス 大津三大祭礼などの企画実
行は一定の効果はあるが 本計画はそのようなことを目指すものではない。
・提案
Ａ.【計画全体】を上記の理由に応える構成に全面的に作り直す。
 原案の通りであっても 今回のパブコメの「本市の考え方」で大津市の4 年後の姿への方策・施策につい
て丁寧にご教示いただきたい。

本計画は来訪者や非来訪者への調査、観光動態調査
などの結果に基づき、観光による地域活性化の実現
を目的に策定しております。なお、大津市の4年後
の姿につきましては、第3章の目指す姿及び第5章の
数値目標（KPI）に記載のとおりであり、方策・施
策につきましては、第4章の基本方針と推進する施
策に記載のとおりです。

24 全体

「都市構造の見直し」について記載する。
 例えば 現在進行中の下記について追記する。
・滋賀県の事業：滋賀県大津港活性化・再整備基本構想と連動する長期構想
・滋賀県の事業：新琵琶湖文化館会館後の人の流れを想定した事業
・大津港，大津駅，大津市中心市街地，及び大津港からなぎさ公園，膳所公園，大津市科学館，粟津の晴
嵐，瀬田の唐橋周辺へ一体的な整備知名度は低いが 大津市の科学館(プラネタリウム)は厳しい予算・人
員でも当該規模で僅差の全国２位である。科学のまちとしての核になりえる。現行の観光協会や関係者は
見落としているのではないか。
・大津市の都市構造の見直しで レンタサイクル・キックボード・新たなモバイルの導入

「都市構造の見直し」に関しては、本計画で定める
べき事項でないため、原案のとおりとします。

25 全体
資料に関して文字数が多く、読んで理解するだけでも結構手間がかかるので、ストーリー仕立ての漫画な
ど絵などの文字以外での表現で資料作りをした方が老若男女に幅広くご理解いただけるのでは無いとか
思った。

ストーリー仕立ての漫画や絵など文字以外で本計画
の内容を表現することは困難でありますが、別途、
本計画の概要版を作成する予定です。

-

-

-
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• フォントは遊ゴシックで統一する

• 大見出しは１８ポイントでボールド・標準色の黒

• 小見出しは１４ポイントでボールド、ブルー

• 本文は１０ポイント・標準色の黒

• 注意文言、出典は６ポイントにする

• デザイン処理で上記に沿わない場合は都度相談

• 四隅のアイソレーションにはオブジェクト配置禁止

令和８年３月

大 津 市

第４期大津市観光交流基本計画（案）

～えらばれる びわ湖大津へ～
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第１章 観光交流基本計画の策定にあたって

１. 観光振興に取り組む背景

我が国では、人口減少及び少子高齢化が進んでおり、30年後には総人口が約1億人、45年
後には約8,700万人となり、人口の約39％を65歳以上の高齢者が占めると見込まれています。
また、15～64歳の生産年齢人口は令和2年(2020年)と比較し3,000万人減少すると予測されて
います。

本市においても、35年後には人口が約13％減少する見通しであり、地域経済の低迷が懸念
されます。こうした状況のなかで、地域経済を持続的に活性化させるための有効な手段の一
つとして「観光」が注目されています。

観光庁の資料によると、定住人口が1人減少すると年間約135万円の消費が失われるとされ
ており、これを補うためには、外国人旅行者であれば6人程度、国内の宿泊旅行者であれば
21人程度、国内の日帰り旅行者であれば71人程度を呼び込む必要があると試算されています。
本市にあてはめると、35年後には人口が5万5千人減少する推計から、年間約740億円もの市
内消費が失われることが予測されます。観光を通じて市外から消費を呼び込むことで、地域
経済の縮小を抑える必要があります。

さらに、市内の産品を使用するなど、市内調達率を高めることで、観光によって生み出さ
れた消費が市内で循環し、商工業者や農林水産業者など幅広い分野に広がり、経済波及効果
を一層高めることが期待されます。

このように人口が減少するなかにおいても、持続的に地域経済を活性化させるためには、
観光を成長の原動力として位置づけ、戦略的に推進する必要があります。

4

観光の定義について

観光の目的は、市外からの消費を地域に呼び込み、地域経済を持続的に活性化させること
です。第４期大津市観光交流基本計画では、市外からの来訪者による、宿泊や飲食、買い物、
交通、体験などの消費を伴う行動を「観光」と定義します。
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本市の将来人口推計

年少人口（0～14歳） 生産年齢人口（15～64歳） 老年人口（65歳～）

出典：大津市総合計画 第3期実行計画より

単位：千人
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３. 計画の位置づけ

第１章 観光交流基本計画の策定にあたって

４. 計画の対象期間

5

本計画は「大津市総合計画第３期実行計画」の基本方針にある「自然、歴史、文化、ス
ポーツを重視し、多くの人が集うまちを創ります」を実現するための計画として位置づけま
す。

また、本市の関連する計画や国・滋賀県の計画などとの整合性や連携を図るとともに、事
業者・団体などの取組や持続可能な開発目標（SDGs）などとの関係性も考慮した計画とし
ます。

なお、令和4年3月に策定した「大津市MICE推進戦略」については本計画と統合し、観光
施策と並行してMICE分野における取組を進めていきます。

２. 計画の目的

「第４期大津市観光交流基本計画（以下「本計画」という。）」は、観光による地域活性
化の実現に向けて、本市がどのような方向性で観光振興に取り組むのかを定めるもので、観
光を取り巻く環境が大きく変化する状況にあっても、市民・事業者・団体・行政など、全て
の人が同じ認識を持ちながら本市の観光振興に取り組んでいくことを目的として策定しまし
た。

本計画の対象期間は、令和8年度(2026年度)から令和11年度(2029年度)までの４年間とし
ます。本計画期間の2年目にあたる令和9年(2027年)には、JRデスティネーションキャンペー
ンの本番を迎える予定です。

また、令和10年度(2028年度)には、本市の最上位計画である大津市総合計画の次期基本構
想が策定される予定であり、これを見据えた取組内容としています。

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

大津市総合計画基本構想（12年計画） 次期基本構想

第2期実行計画 第3期実行計画 次期実行計画

第3期大津市観光交流基本計画

第4期大津市観光交流基本計画（本計画） 次期観光計画

大津市MICE推進戦略
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１. 観光を取り巻く環境の変化

第２章 現状と課題

（１）外国人旅行者数の復調と、局地的なオーバーツーリズム

7

令和2年(2020年)に拡大した新型コロナウイルス感染症の影響により、一時的に停滞してい
た外国人旅行者数は、令和5年(2023年)以降、急速に回復しています。令和6年(2024年)の外
国人旅行者数は約3,700万人に達し、令和元年(2019年)の実績を上回って過去最高を記録しま
した。

こうした全国的な回復傾向のなかで、本市においても令和6年の外国人入込客数は約28万
人となり、全国と同様に過去最高を更新しています。

一方で、全国の観光地では急速な旅行者数の回復を背景に、観光地の混雑や住民との摩擦
など、いわゆるオーバーツーリズムが懸念されています。

本計画の策定にあたり実施した外国人旅行者へのアンケートでは、約40%の人が「京都や
大阪を旅行して感じたこと」として、「人混みが多く混雑していること」を挙げています。
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日本全体と本市の外国人旅行者数の推移

日本全体外国人旅行者数 大津市外国人入込客数

出典：観光庁訪日外国人旅行者統計2024及び大津市統計データより

出典：大津市インバウンド街頭調査2025より

単位：万人

単位：人 回答者数：141人

京都や大阪を旅行して感じたこと

順位 良かった点 回答者

1 歴史的な建造物や古い街並みが魅
力的だった

130人
(92.2%)

2 美しい庭園や公園、自然の風景が
楽しめた

104人
(73.8%)

3 街の雰囲気が印象的だった
77人

(54.6%)

4 日本の伝統文化に触れる体験がで
きた

76人
(53.9%)

順位 残念だった点 回答者

1 人混みが多く混雑している
56人

(39.7%)

2 特になし
56人

(39.7%)

3 英語があまり通じなかった
20人

(14.2%)

4 移動が思ったより大変
14人

(9.9%)
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（２）旅行スタイルやニーズの多様化

第２章 現状と課題

8

団体旅行から個人旅行へのシフトと旅行目的の多様化が進んでいます。さらに、環境や地
域社会への配慮を重視する「SDGs」への関心も高まっており、観光分野においても、文化資
源や自然環境を将来にわたって保全しながら活用する「観光SDGs」への対応として、持続可
能な観光地マネジメントが一層求められています。

また、「じゃらん観光国内宿泊旅行調査2025」によると、令和6年(2024年)に旅行をした
人は全体の49.3％で、1人あたり約3回の宿泊旅行を実施していました。

一方で、一度も宿泊旅行をしていない人は半数以上にのぼっており、旅行する層と控える
層の二極化が見られます。その背景には、物価上昇や費用増加を要因とした「旅行控え」が
あると考えられます。

旅行した人の宿泊旅行回数（年間）

出典：じゃらん観光国内宿泊旅行調査2025より

出典：じゃらん観光国内宿泊旅行調査2025より

令和6年

平均2.76回

宿泊旅行

をした

49%

宿泊旅行を

していない

51%

日本人の宿泊旅行の実施率（令和6年）
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（３）安定財源の確保の必要性

第２章 現状と課題

9

近年、本市の財政は硬直化しており、令和6年度(2024年度)の経常収支比率は92.8％に達し
ています。一般的に健全な財政の目安とされる70～80％を大きく上回っており、歳出に占め
る義務的経費の比率が非常に高い状況です。今後も人口減少と高齢化により、社会保障関係
経費が増大し、財政の硬直化が更に進むことが懸念されています。実際、本市の決算では過
去10年間で扶助費などの義務的経費の増加額は、観光費の約31倍にのぼっており、観光施策
の財源確保が困難になりつつあります。

このような厳しい環境のなかでは、老朽化が進む観光施設や観光インフラの維持と、新た
な観光コンテンツの造成や情報発信の両立が難しくなるおそれがあります。観光振興を持続
的に展開するためには、安定的かつ自立的な財源の確保が急務となっています。

現在、多くの市町村では、行政サービスに必要な費用が市町村税だけでは賄えず、国の交
付税が補填されています。交付税は市町村税の税収が増加した場合には減額されることから、
市町村税とは別枠で確保できる「法定外目的税」、なかでも「宿泊税」が観光の安定財源と
して多くの市町村で導入、または導入検討されています。

本市も他の自治体と同様に持続的な観光まちづくりのため、法定外目的税である「宿泊
税」の導入を検討する必要があります。また、宿泊税以外の観光の安定財源についても継続
的に調査研究を進める必要があります。

観光振興ノート

提供：公益財団法人日本交通公社

全国的な観光自主財源の導入状況

令和7年(2025年)10月現在で、14の自治体が導入済み(下図オレンジ色)、今後導入を予定
している自治体は28自治体にのぼります。さらに、令和7年9月に共同通信社が全国の都道府
県及び市区町村を対象に実施したアンケート調査によると、32の都道府県で合計92の自治体
が新たに宿泊税の導入を検討していると回答しており、観光需要の回復とともに宿泊税導入
の動きが一層広がっています。

また、宿泊税以外に、廿日市市の「宮島訪問税」や太宰府市の「歴史と文化の環境税（駐
車場税）」など、独自の法定外目的税を導入している自治体もあります。
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観光振興ノート

（４）国の方針について

第２章 現状と課題

10

国は観光を成長産業及び地域活性化の柱として位置づけており、観光庁の予算も年々増加
しています。国が掲げる「外国人旅行者6,000万人」の目標に向け、観光庁は出国者から徴収
する「国際観光旅客税（出国税）」を令和元年(2019年)に導入し、観光基盤の強化を図って
います。令和4年度(2022年度)には、同税によって約481億円を確保し、観光施策や補助金の
原資に活用しています。

観光庁は、特に地方における経済波及効果を重視し、「持続可能な観光地域づくり」「戦
略的な地方誘客」「ユニバーサルツーリズム対応」などを推進し、観光を単なる消費活動で
はなく、自然・文化・生活と共生する地域経営の一部と位置づけています。

また、持続可能な観光地経営を担うDMO（詳細は下記のとおり）が全国で設立され、デー
タ分析やKPI管理など、質の高い観光地域づくりがはじまっています。加えて、観光庁は
DMOの安定運営のため、自主財源の確保を求めています。

さらに、国は「2030年にアジアNo.1の国際会議開催国、世界5位以内」を目標に、MICE
（国際会議・展示会等）の誘致を推進しています。JNTO(日本政府観光局)は海外プロモー
ションや国際団体との連携を強化しており、観光庁もユニークベニューの活用や受入環境整
備を支援しています。両者の連携により、地域の魅力を生かした誘致活動が全国で展開され、
観光の高度化と国際競争力の強化が進められています。

テーマ：DMOとは

⚫ 地域住民の理解

⚫ 多様な関係者の参画

⚫ 戦略の策定

 一部の関係者のみでの合意
形成

関係者の合意形成

⚫ デジタル技術を活用

⚫ データに基づく市場目線の
発想

 長年の勘に頼った経営判断

 地域側の押し売り・思い込
み

旅行者目線

⚫ 地域消費をフル活用した体
験消費・コト消費の創出

⚫ 民間視点の積極的活用

 自治体から委託されたイベ
ント事業など収益性の低い
事業のみに特化

消費を促す工夫

⚫ 地域住民のメリット享受、
地域産品等の仕入れ

⚫ 地域内周遊

 特定事業者に過度に利益が
集中する構造

メリットの地域環流

⚫ 価格に見合った値付け→マ
ネタイズ（収益化）

⚫ 付加価値の向上→新たな投
資・人材育成の促進

 薄利多売の手法

適切な価格設定

DMOを中心とした
観光地域づくり

DMO（観光地域づくり法人）は、地域の稼ぐ力を高め、誇りと愛着を育む観光地域づくり
の司令塔です。多様な関係者と連携し、明確なコンセプトのもと戦略を策定・実行する機能
を持ちます。地方誘客や旅行消費拡大を持続的に進めるため、DMOが中心となり、地域の魅
力向上や受入環境整備など観光地域全体のマネジメントを担うことが期待されています。

●：重要な要素／□：誤った認識

出典：観光庁「観光地域づくり法人（DMO）とは」より
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２. 観光地としての強み

第２章 現状と課題

びわ湖は市民の暮らしを支え育む重要
な水資源であるとともに、本市観光の中
心にして圧倒的な観光資源でもあり、本
市を旅行先として選ぶ理由の第1位と
なっています。また、びわ湖と関連した
湖岸の景観スポットやウォーターアク
ティビティなども人気を集めています。

市内には世界遺産・比叡山延暦寺をは
じめとした由緒ある寺社が多く存在する
ほか、大津京、坂本城跡、琵琶湖疏水と
いった歴史的な名所旧跡も多くあります。
また、百人一首や源氏物語、松尾芭蕉と
いった文学にゆかりの深い場所も多く、
地域に根差した祭りや大津絵、和菓子、
温泉旅館など日本の文化を体験すること
ができます。

観光を取り巻く環境が大きく変化しているなか、本市の来訪者満足度は上昇傾向にありま
す。歴史文化や自然など本市の持つ観光地としての強みやポテンシャルが、旅行先として選
ばれる理由や来訪者の満足につながっていると考えられます。

強み １
大津観光の

中心となるオンリーワンの

「びわ湖」

強み ２
時代を超えて

受け継がれ続ける

歴史文化

© Alpina BI Co., Ltd. All Rights Reserved.
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国際的な観光都市である京都から鉄道
で2駅9分であり、大阪や神戸、名古屋と
いった大都市圏からの距離も近く、JR、
京阪電鉄、名神高速道路、湖西道路、国
道1号など、交通インフラが充実し、ア
クセスしやすいことが、旅行先として本
市が選ばれる理由の一つとなっています。

また、大規模ホテルから温泉旅館まで
様々な種別の宿泊施設があり、大都市か
ら近い宿泊地としても評価されています。

第２章 現状と課題

強み ４
周辺大都市から
アクセスしやすい

ロケーション

京都市

大阪市

神戸市

大津市

名古屋市

びわ湖だけでなく、比叡山や比良山系、
瀬田川など豊かな自然に囲まれているこ
とも本市の魅力として高く評価されてい
ます。自転車でびわ湖を一周するビワイ
チ、SUP やカヤックなどのウォーターア
クティビティ、比良・比叡での山歩きや
キャンプ・グランピング、スキーといっ
た自然アクティビティが楽しめるほか、
寺社の境内など市内各所で桜や紅葉など
四季を感じることができます。

強み ３
四季を感じながら

満喫できる

豊かな自然
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第２章 現状と課題

観光振興ノート

テーマ：本市のエリアごとの強みについて

■北部エリアの強み

比良山系とびわ湖に囲まれた自然豊かなエリアで、四季を通じて多彩な観光が楽しめます。
冬は「びわ湖バレイ」でのスキーや雪景色、夏は水泳場での湖水浴やSUPなどのアクティビ
ティが人気を集めています。春や秋には登山やサイクリング、森林浴なども盛んで、自然と
の調和を感じられる滞在型観光地として高い魅力を持っています。

■中北部（堅田・雄琴・比叡山・坂本）エリアの
強み

浮御堂があり、びわ湖で最も狭い部分に位置す
ることで湖上交通と漁業で栄えた「堅田」、最澄
が開いたとされる歴史ある温泉地「おごと温泉」、
1200年の歴史をもつ滋賀県唯一の世界遺産「比叡
山延暦寺」とその門前町で神仏習合の文化と穴太
衆の石積み、重要伝統的建造物群の街並みが残る
「坂本」、４つの地域にはそれぞれに豊かな歴史
があり、深い学びを得ることができるエリアです。

■中央エリアの強み

京都や大阪からのアクセスが良好な本市の「玄
関口」。クルーズ船、びわ湖疏水船など湖上観光
の拠点である大津港には、県内屈指のサイクルス
テーションがあり、ナショナルサイクルルート
「ビワイチ」の発着地として機能しています。

また、大津湖岸なぎさ公園周辺には、レイクフ
ロントの宿泊施設が多く、気軽に湖畔散策を楽し
むことができます。江戸時代には東海道最大の宿
場町「大津宿」として栄えた古くからの交通の要
所であり、その利便性と美しい景観が中央エリア
の大きな魅力となっています。

■南部エリアの強み

びわ湖から流れ出る瀬田川沿いに文学にゆかりの深い石山寺があり、近江一之宮・建部大
社や国の史跡に指定されている近江国府、壬申の乱をはじめ様々な時代で戦いの舞台となっ
た日本三古橋・瀬田の唐橋など、多彩な歴史が息づいています。また、瀬田川でのアクティ
ビティに加え、湖南アルプスでは巨岩奇岩の景観と手軽なハイキングが楽しめるなど、自然
と歴史の魅力が共存するエリアです。

北部エリア

中北部エリア

中央エリア

南部エリア
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第２章 現状と課題

観光振興ノート観光振興ノート

テーマ：本市におけるテーマ型観光

観光振興ノート

テーマ：MICE都市「大津」の強み

本市のMICEの強みは、都市部にありながらびわ湖の湖畔に位置するという国内でも稀有
な「都市型レイクフロント環境」にあります。京都・大阪からのアクセスも良く、都市機能
とリゾート環境を兼ね備えており、国内外の主催者にとって利便性の高い立地環境です。

また、びわ湖の保全活動を通じて培われた環境先進都市としての実績は、SDGsを重視す
る時代にふさわしい「サステナブルMICE都市」としてのブランド力を高めています。

さらに、比叡山延暦寺や石山寺などの歴史文化資源、比良・比叡山系や瀬田川などの自然、
温泉など多彩な地域資源が共生し、「まち・自然・歴史を生かしたおもてなしMICE」を展
開できる点も特徴です。

■文学のまち

本市には、源氏物語が誕生したと伝わる石山寺のほか、百人一首ゆかりの近江神宮や三井
寺、俳聖・松尾芭蕉が幻住庵記を記した幻住庵や墓所のある義仲寺など、文学にゆかりの深
い場所が多数あります。また、島崎藤村をはじめとする近代作家に加え、今もなお多くの作
家が本市を舞台とした作品を生み出し続けており、作品を通して大津に魅力を感じた多くの
方が全国から「聖地巡礼」に訪れています。こうした来訪を観光消費につなげる取組が求め
られます。

■スポーツ観光

本市は複数のプロスポーツのホームタウンであり、アリーナや競技場でのスポーツ観戦も
盛んに行われています。また、令和7年(2025年)に開催した「わたSHIGA輝く国スポ・障ス
ポ」では多くの選手や観戦者が本市を訪れました。スポーツ観戦を目的とするリピーターの
獲得とともに、本市ならではの魅力を伝え、周遊や物産による観光消費につなげる取組が重
要です。

■祭り

本市では、大津三大祭である大津祭・山王祭・
船幸祭をはじめ、歴史ある祭りが多くあり、地域
の方々に守られ、受け継がれています。祭りや文
化財を次の世代に継承するためにも、市外や他地
域からの観覧者を増やし、観光消費につなげる取
組が求められています。
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３. 観光地としての課題

第２章 現状と課題

「4つの強み」が旅行先として本市が選ばれる理由や、来訪者の満足につながっている一方
で、本市が観光振興に取り組むにあたって、改善が求められる課題もあると考えています。

これらの課題の背景や要因を把握し、観光消費額の増加や持続可能な観光まちづくりにつ
ながるよう取り組んでいくことが、今後の観光振興において重要となります。

課題① 大津ならではの魅力が具体的に認知されていない

課題② 市内観光スポット来訪者の市内宿泊率が低い

課題③ 再来訪者（リピーター）が少ない

課題④ 閑散期の宿泊客数が少ない
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第２章 現状と課題

課題 ①：大津ならではの魅力が具体的に認知されていない

本計画の策定にあたり実施した「大津市国内WEBアンケート調査2025」において、本市へ
の来訪経験がない人の多くが「観光地としてイメージが湧かない」と回答しており、観光地
としての具体的な魅力が十分に伝わっていないことが明らかになりました。また、外国人旅
行者における「大津市」の認知度は国内旅行者よりも更に低く、名称すら知られていない
ケースも多いということが「大津市インバウンド街頭調査2025」からわかりました。その結
果、観光地としての存在感が薄く、旅行先やMICE開催地としての候補に挙がりにくい状況と
なっています。

46.1%

35.4%

34.5%

29.1%

22.3%

14.6%

13.1%

7.8%

7.8%

0% 20% 40% 60%

観光地としての具体的なイメージが湧かないから

びわ湖以外に何があるかわからないから

大津市についてよく知らないから

大津市の魅力的な情報に今まで触れる機会がなかった

どのような体験ができるか具体的にわからないから

交通アクセスが悪そうだから

観光は京都で十分と考えてしまうから

美味しい食べ物がなさそうだから

その他

大津市を旅行先として検討しなかった理由
（対象：国内旅行を実施したが旅行先の候補として大津市を検討しなかった人）

出典：大津市国内WEBアンケート調査2025 より

知らない
91.5%

(129人)

知っている

8.5%

(12人)

京都市を訪れた外国人旅行者

における大津市の認知度

回答者数：141人

4

8

来訪歴がある 来訪歴がない

「大津市を知っている」と答えた

外国人旅行者の来訪経験

出典：大津市インバウンド街頭調査2025より出典：大津市インバウンド街頭調査2025より

回答者数：12人
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第２章 現状と課題

課題 ②：市内観光スポット来訪者の市内宿泊率が低い

21.9%

24.0%

24.0%

27.1%

29.2%

36.5%

36.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

京都観光の拠点として便利だと感じたから

宿泊施設そのものに強い魅力があったから

市内の観光スポットやびわ湖周辺へのアクセスが良かったから

京都と比較して、静かで落ち着いた雰囲気で過ごせると期待したから

温泉に入りたかったから

宿泊料金が手頃、またはコスパフォーマンスが良いと感じたから

客室から見えるびわ湖の景色や自然豊かな環境が魅力的だから

本市に宿泊した理由

出典：大津市国内WEBアンケート調査2025 より

本市の主要な観光スポットに訪れた人の県内宿泊率は、京都の「東山エリア」や「嵯峨嵐
山エリア」を訪れた人の府内宿泊率と比較して低い傾向にあります。宿泊率の向上は、滞在
時間の延長と観光消費額の増加につながる重要な課題です。MICE分野においても同様であり、
会議やイベントが市内で開催されても、宿泊や会食、アクティビティなどは京都が選ばれる
ケースが少なくありません。

一方で、本市に宿泊した人からは「びわ湖を望む客室の景観」「コストパフォーマンスの
良さ」「温泉の魅力」などが高く評価されています。

15.3%

21.5%

17.7%
16.2% 17.4%

26.3%
27.6%

14.1%
12.0%

12.9%

8.6%

21.7%

10.7%
9.6%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

石
山
寺

近
江
神
宮

園
城
寺[

三
井
寺]

び
わ
湖
バ
レ
イ

比
叡
山
延
暦
寺

嵯
峨
嵐
山
エ
リ
ア

東
山
エ
リ
ア

大津市主要スポット及び京都市主要エリアの宿泊率

宿泊(県内・府内宿泊) 宿泊(県外・府外宿泊)

出典：大津市人流動態調査2025 より

(注意点) 大津市人流動態調査では、宿泊旅行の帰着日に立ち寄った観光スポットについては、宿泊場所が確定できないため、
上記の「県内」「県外」以外に「帰着日」の割合が存在しますが、上記のグラフには記載しておりません。
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第２章 現状と課題

課題 ③：再来訪者（リピーター）が少ない

47%

25%

28%

53%

75%

72%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

滋賀県

関西エリア

全国

来訪者のリピート率

初回来訪者 再来訪者

出典：じゃらん観光国内宿泊旅行調査 2024より

出典：じゃらん観光国内宿泊旅行調査 2024より

「じゃらん観光国内宿泊旅行調査2024」によると、全国の旅行者のリピート率は72％、関
西エリアは75％ですが、滋賀県のリピート率は53％にとどまり、全国平均よりも19ポイント
低く、県全体として再訪を促す魅力づくりに課題を抱えています。

さらに、県内エリア別にみると、大津エリアのリピート率は43％、雄琴・堅田エリアは
20％と、いずれも県平均を下回っています。

観光地としての再訪意向が十分に高まっていない可能性があり、体験や交流を通じて「も
う一度訪れたい」と感じてもらえる仕組みづくりが求められています。

57%

80%

53%

26%

62%

57%

43%

20%

47%

74%

38%

43%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大津エリア

雄琴・堅田エリア

草津・守山・近江八幡エリア

高島エリア

甲賀・信楽エリア

彦根・長浜エリア

滋賀県エリア別来訪者のリピート率

初回来訪者 再来訪者
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第２章 現状と課題

課題 ④：閑散期の宿泊客数が少ない

83,251 80,108

100,588

110,976
111,223

91,480
98,790

126,920

104,131

125,597
132,000

111,630

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000
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リピーター・固定客が少ない、または減っている

他施設との差別化・独自性の不足

繁忙期の集客をさらに伸ばしたい

スタッフのスキル不足（語学・経験）

外国人宿泊客の取り込み不足

周辺観光資源との連携不足

OTAへの依存度が高い（自社サイト予約率が低い）

宿泊単価が低い（物価高を価格転嫁できない）

スタッフ不足（採用難・離職率高）

施設の老朽化・設備投資の負担

閑散期の集客を底上げしたい

市内宿泊施設の経営課題

特に重要と考える課題(上位3つまで)

課題と感じている項目(複数回答可)

出典：大津市人流動態調査2025より

出典：大津市内宿泊施設を対象としたアンケート2025より

単位：人

本市においては、湖水浴や桜、紅葉のシーズンには多くの観光客でにぎわいますが、冬季
に宿泊客が大きく減少する傾向があります。最も少ない2月の宿泊者数は、最多である11月
の約60%にとどまり、季節による需要の偏りが顕著です。

冬季には来訪の動機となる観光資源やアクティビティが限られるためと推測され、「大津
市内宿泊施設を対象としたアンケート2025」では、多くの宿泊施設が「閑散期の集客」を経
営課題として挙げています。
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第２章 現状と課題

観光振興ノート

テーマ：ターゲットの居住地ごとの誘客戦略について

■⾸都圏在住者の特徴

首都圏在住者は「比叡山延暦寺」「近江⽜」以外の市内の観光スポットに対する認知度が
低く 、市内泊より京都泊が多い傾向があります。また、京都への立ち寄り率が高く、京都を
メインとした観光が多いと考えられます。

■東海圏在住者の特徴

東海圏在住者は市内の観光スポットの認知度が首都圏と同様に低く、宿泊者の市内宿泊率
は首都圏と関西圏の中間です。また、大津市への来訪を検討した理由について「混雑を避け
てゆっくりと観光できそうだったから」が１位となっており、混雑を避けて観光したい方に
選ばれやすい可能性が考えられます。

■関⻄圏在住者の特徴

関西圏在住者は首都圏在住者と異なり、市内の観光スポットに対する認知度が高く 、宿泊
旅行者のほとんどが市内に宿泊しています。さらに、京都への立ち寄り率が低く、本市を主
目的とした来訪が多いと考えられます。

また、本市の観光を検討したが来訪していない人の最終旅行先として、京都に次いで「兵
庫」「和歌山」が挙がる点も、首都圏や東海圏と異なる点です。

居住地の違いによって、観光コンテンツの認知度や旅行スタイル、旅行目的などが大きく
異なることが、今回の調査（大津市国内WEBアンケート 調査2025・大津市人流動態調査
2025）でわかりました。

情報発信を行う際や宿泊を伴うプランを造成する場合には、今回の調査結果で分かった居
住地による差異を意識し、これまでの年代や趣味趣向に加え、“どこに居住している旅行者に
届けるのか”を明確に意識し、異なる戦略を立てる必要があります。

観光振興ノート

テーマ：外国人旅行者の増加を目指して

欧米から京都を訪れた外国人旅行者へのヒアリング調査（大津市インバウンド街頭調査
2025 ）によると、「京都から近く、落ち着いて観光できる場所」への関心は非常に高い傾
向にあります。日本への滞在期間が比較的長く、旅行中でも目的地や日程を柔軟に変更する
層が一定数存在することから、本市への誘客を効率的に進められる可能性があります。

さらに、同調査では混雑を不満に感じた旅行者ほど、サイクリングや湖上アクティビティ、
クルーズ体験など、自然や体験型コンテンツへの関心が高いという結果が出ています。その
ため、こうした旅行者に対し、京都とは異なる雄大な自然やアクティブな体験を打ち出すこ
とが効果的であると考えられます。

一方で、旅行中の情報収集手段はSNS、Web検索、地図アプリが中心となっており、Web
上での情報取得が一般的です。そのため、Web上の情報を充実させ、多言語に翻訳された情
報を増やし、外国人旅行者に訪問先として選ばれやすい環境整備が重要な鍵となります。
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第３章
目指す姿
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第３章 目指す姿

【目指す姿】

～えらばれる大津、誇れる大津～

「大津ならではの魅力」が広く認知されており、大津に魅力を感じる来訪者が増え、多く
のMICEが開催されるなど、市内での観光消費が増加している。さらに、来訪者に大津の魅力
が伝わる様を目にすることで、市民が大津に誇りを感じる状態を目指す。

【最終的に実現したい姿】

～えらばれ続ける大津、紹介したい大津～

観光やMICE以外の目的でも来訪される方が増え、大津のファンを創出し、「魅力的な
目的地」として評価され、選ばれ続けている状態となっている。市民も大津に愛着を持ち、
大津の魅力を市外に向けて積極的に発信している。地域経済が活性化し、まちに持続的な
にぎわいが生まれている。

観光による地域活性化の実現のためには、どのような方向性で観光振興に取り組むのか、
観光に関わる全ての人が同じ認識を持ちながら大津の観光振興に取り組んでいくことが必要
です。

そこで、本市がどのような観光地を目指していくのかをより具体的にするため、「目指す
姿」を示します。
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第４章
基本方針と推進する施策
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第４章 基本方針と推進する施策

第26章で示した現状と課題を踏まえ、第3章で示した「目指す姿」を実現するために、
4つの基本方針を定め、それに沿った施策を推進していきます。

「つくる」
～観光地としての魅力向上～

基本方針①

「届ける」
～観光地としての魅力発信～

基本方針②

「続ける」
～持続可能な観光まちづくりに向けた基盤整備～

基本方針③

「広げる」
～更なるMICEの誘致～

基本方針④

24
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第４章 基本方針と推進する施策

基本方針

1
「つくる」～観光地としての魅力向上～

様々なニーズに合わせた付加価値の高いコンテンツを創出するととも
に、受入環境を整え「大津ならではの魅力」として磨き上げることで、
観光消費額の増加と満足度の向上を目指します。

施策１：パーソナライズターゲティングと新たなコンテンツの造成

価値観が多様化し、旅行に求めることや趣味趣向も人それぞれであることから、本市の持
つ魅力が誰に訴求できるのかを常に考え、来訪の動機となるコンテンツを創出します。

推進する取組例

• 新たなコンテンツ造成にかかる補助・支援
• ナイトタイムエコノミーの創出
• びわ湖や湖上観光を生かしたコンテンツの創出

施策２：既存コンテンツの高付加価値化・連携強化

旅行する層と控える層の二極化が進むなか、年に複数回の宿泊旅行をする旅慣れた方を満
足させるため、既存コンテンツの付加価値を高め、大津ならではの体験に磨き上げます。

推進する取組例

• 既存コンテンツの磨き上げ
• 歴史ある社寺や祭りなど地域固有の有形・無形文化財の観光への活用
• 文学やスポーツ、サイクルツーリズムなどテーマ性のある観光の推進

施策３：インバウンド対応を含めた観光インフラ・受入環境の整備

増加傾向にある外国人旅行者の多様なニーズを受け止める対応を進めつつ、老朽化する観
光施設や観光インフラを維持し、来訪者の増加と満足度の向上を両立します。

推進する取組例

• Webや観光案内所の情報の充実と、AIなど最新技術への対応
• 受入環境整備についての観光事業者への補助や支援
• 観光トイレなど観光を支えるインフラの維持管理
• 伝統的な街並みや景観などを活用した歴史まちづくり

施策４：市民の観光への理解と共感の形成

観光振興による地域活性化の目的と効果を市民に丁寧に説明するとともに、混雑などへの対
策を必要に応じて行い、市民がまちの自慢やおすすめの場所を紹介したくなるよう促します。

推進する取組例

• 定期的な市民意識調査、計画や広報などを通した市民への丁寧な説明
• タイムシフト観光の推進など、混雑等への対策
• 市民が本市の魅力を知り、市外へ発信したくなるような機運の醸成
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第４章 基本方針と推進する施策

施策１：データ収集・マーケティング分析・戦略立案

多様化する価値観やニーズを定量的に調査し、本市の魅力に惹かれる相手を特定するなど、
データに基づいた戦略を立案します。

推進する取組例

• 定期的な観光マーケティング調査
• 調査結果の分析とデータに基づいた観光計画の策定
• 調査結果の観光事業者への共有

施策２：情報発信・販売促進・誘客

施策ごとのターゲットのニーズを的確に捉えた情報発信・販売促進を展開し、市内への誘
客を効果的に促進します。

推進する取組例

• ホームページやSNSを活用したWeb上での情報発信
• FAMツアーの実施など、国内外の旅行代理店や教育旅行関係者への販売促進

施策３：特に機会を捉えた情報発信と誘客の展開

映画やドラマなどで注目されるタイミングや大規模なキャンペーンなど、機会を捉えて的
確に情報発信と誘客を展開します。

推進する取組例

• コンテンツのファンに向けた、機会を捉えた情報発信
• 大規模なキャンペーン等に合わせた観光事業の企画と誘客促進

施策４：京都市隣接という立地を生かした施策

特に首都圏や海外など遠方からの旅行者に対しては、京都観光との組み合わせを前提とし
たプロモーションが有効であり、京都市隣接という強みを最大限に生かした施策を行います。

推進する取組例

• びわ湖疏水船関連事業や認定通訳ガイド事業など京都市との連携
• 京都滞在中の外国人旅行者に向けた情報発信

基本方針

２
「届ける」～観光地としての魅力発信～

旅行者のニーズを起点として、一人一人の関心や価値観に合わせて磨
き上げた「大津ならではの魅力」をターゲットとなる方に的確に届けま
す。また、時流や機会を捉え、本市の利便性の高いロケーションを生か
しながら観光消費の拡大につなげます。
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第４章 基本方針と推進する施策

施策１：安定的な財源確保・観光まちづくりの体制構築

持続可能な観光まちづくりに必要となる安定的な財源を確保しつつ、関係者の役割を明確
にし、効果的に連携できる体制を構築します。

推進する取組例

• 国庫補助金等の積極的な活用と持続可能な観光まちづくりのための安定財源の確保
• 補助や支援等の継続的な見直しと、「選択と集中」による質の向上
• 観光まちづくりの中核組織の体制強化、関係者が合意形成する仕組みの構築

施策２：人材確保・人材育成

専門性の高い人材を確保し、観光まちづくりの体制を強化します。また、市内の人材を育
成し、持続的な体制を構築します。

推進する取組例

• マーケティング、戦略策定及び体制構築のノウハウがある専門人材の確保
• 市内の人材の育成、専門人材のノウハウの継承
• 高単価な外国人旅行者に対応可能な、高度なガイド人材の育成

施策３：地産地消(市内調達)の推進、経済波及の最大化

経済波及効果を高めるには観光消費額を増やすだけでなく、その消費を市内で二次・三次
と波及させる取組が重要であり、市内調達率の向上、いわゆる地産地消を推進します。

推進する取組例

• 市内調達率や経済波及効果に関する考え方の研究・周知
• 市内調達率を高める施策の推進（補助制度の発展）

施策４：観光産業の支援(閑散期対策など経営環境の改善)

観光産業は季節や天候、国際情勢などの影響を受けやすいものであるため、これらの影響
を緩和する施策を進めることで、持続可能な観光まちづくりにつなげます。

推進する取組例

• 旅行需要の平準化と閑散期のコンテンツ開発支援
• 閑散期におけるリピーターや外国人旅行者への訴求

基本方針

３
「続ける」～持続可能な観光まちづくりに向けた基盤整備～

安定的な財源の確保や人材育成を通じて、観光まちづくりの基盤を強
化します。また、地産地消の推進や経営環境の改善など、観光地として
の持続力を高めます。
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第４章 基本方針と推進する施策

施策１： MICE主催者向けの情報発信と誘致の強化

MICE開催地としての大津の魅力を主催者や参加者に効果的に伝えることで、誘致力を強
化します。他都市との差別化を図りながら、情報発信とプロモーションを充実させ、持続的
な知名度向上を目指します。

推進する取組例

• プロモーションツールを活用した市内情報の積極的な発信
• 誘致活動や商談会への出展等によるプロモーションの強化

施策２： MICE推進のための環境整備と基盤強化

MICEの誘致にあたっては開催地として選ばれるための環境整備が重要であり、主催者や
参加者への支援に加え、関連事業者との連携を深めることで、経済波及効果を高めます。

推進する取組例

• 開催補助金等の主催者支援の充実
• MICE参加における利便性の向上
• 関連事業者との効果的な連携の強化
• 関連事業者の拡大とMICE人材の育成

基本方針

４
「広げる」～更なるMICEの誘致～

MICEは一般的な観光に比べて、経済波及・都市の知名度向上・レガ
シー創出など、様々な側面で大きな効果をもたらします。本市のロケー
ションや都市環境、魅力的な地域資源といった強みを生かし、更なる
MICEの誘致に取り組みます。

施策３：MICEによる経済波及効果の最大化と持続的な発展

市内の経済波及効果を最大化するため、MICEの開催効果を市内に還元する仕組みを構築
するとともに、広域連携によって新たな価値あるMICEの創出を目指します。

推進する取組例

• MICEの開催効果を地域経済への波及につなげるための環境整備
• 滋賀県内や近隣府県の自治体との広域連携の強化
• 新たなテーマやコンセプトによるMICEの創出
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第５章 数値目標（KPI）

本計画では、「目指す姿」の実現に向け、下記の5つの数値目標（KPI）を設定し、継続的
に検証を行うとともに、必要に応じて数値目標の修正を行います。

なお、KPI②総宿泊客数とKPI③外国人宿泊客数は、KPI①観光消費額を算出する上での
要素であることから、より上位のKPIとして観光消費額を位置づけます。

KPI①観光消費額

KPI②総宿泊客数 KPI③外国人宿泊客数

KPI④来訪者満足度

KPI⑤コンベンション開催件数

「目指す姿」に近づいているかを具体的に確認する目安として、最も重要な
KPIとして位置づけます。観光振興による地域活性化の実現のためには、来訪者
の観光消費額に着目することが重要になります。

また、将来的には「観光消費額」ではなく「経済波及効果」をKPIとして設定
していくことも検討します。

来訪者の市内観光消費額の総額

来訪者のうち本市に宿泊をした人の総数 総宿泊客数のうち外国人旅行者のみの総数

観光消費額を増やすには来訪者数の
増加が重要です。なかでも消費活動が
多いのは、長期滞在や市内周遊が期待
できる宿泊客です。宿泊客は宿泊費に
加え、飲食や買い物への支出が日帰り
客よりも多いため、観光消費額を高め
る上で重要なKPIとして位置づけます。

外国人旅行者の市場規模は年々大き
くなっており、人口減少による国内旅
行市場の縮小を補うための新たな観光
需要として期待されています。令和6年
(2024年)には新型コロナウイルス感染
症拡大以前の水準を超えており、今後
も増加に向けた取組が必要です。

来訪者が「大津ならではの魅力」を実感しているかを測る指標としてKPIに位置づ
けます。「えらばれる大津」を実現するには、観光コンテンツの質を高め、来訪者の
満足度を一層向上させることが重要です。リピーターの増加を図るためにも、KPIは
「大変満足」と「満足」に限定し、高水準の満足度の達成を目指します。

本市に来訪した人の満足度

大津市MICE推進戦略で設定していたKPIである「コンベンション開催件数」を本
計画でもKPIとして位置づけます。国際会議、学術フォーラム、学会などの「コンベ
ンション（Ｃ）」はMICEのなかでも特に高い経済波及効果があり、本市が目指す
MICEの方向性にも大きく貢献することから、積極的な誘致を行います。

市内で開催されたコンベンションの開催件数
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第５章 数値目標（KPI）

KPI項目 R6(基準) R8 R9 R10 R11

1,876億円 1,979億円 2,033億円 2,089億円 2,132億円

②総宿泊客数 112.5万人 127.2万人 131.7万人 136.4万人 137.8万人

③外国人宿泊客数 15.2万人 17.4万人 18.7万人 20.0万人 21.4万人

④来訪者満足度 49.9% 50.9% 52.0% 53.1% 54.3%

⑤コンベンション開催件数 27件 32件 34件 36件 38件

■各KPIの推移

■各KPIの算出・測定方法について

■観光消費額

①国内宿泊客数×②国内宿泊消費額＋③外国人宿泊客数×④外国人宿泊消費額＋⑤国内日帰り
客数×⑥国内日帰り消費額＋⑦外国人日帰り客数×⑧外国人日帰り消費額により算出

①・③・⑤・⑦…「大津市観光入込客統計調査」に基づく数値

②・⑥…「大津市来訪者満足度調査」に基づく数値

④・⑧…観光庁「共通基準による観光入込客統計」に基づく数値

■総宿泊客数及び外国人宿泊客数

「大津市観光入込客統計調査」に基づく数値として設定し、同調査にて計測します。

■来訪者満足度

「大津市来訪者満足度調査」に基づく数値として設定し、同調査にて計測します。

■コンベンション開催件数

びわこビジターズビューロー及び本市の支援件数にて計測します。

※コンベンション開催件数は4月から翌3月までの年度基準、それ以外は1月から12月までの年
基準で計測します。

①観光消費額
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第５章 数値目標（KPI）

観光振興ノート

テーマ：経済波及効果

経済波及効果とはある分野でお金が使われることで、その支出が他の産業にも連鎖的に広
がり、地域経済全体にプラスの影響を与えることをいいます。市内の経済波及効果を高める
ためには、観光消費額を増やすだけでなく、その消費を市内で二次・三次と波及させる取組
が重要であり、市内調達率を高めたり、市内の人材を積極的に雇用したりすることが大切で
す。

観光庁の「観光地域づくり法人（DMO）によるKGI・KPI計測に係る手引き」においても、
観光消費額と並び経済波及効果をKGIとして位置づけています。一方で、本市の経済圏は県
内や隣接する京都市などとも密接に関連しているため、範囲を市内に限定すべきかは検討が
必要です。

観光振興ノート

テーマ：市内宿泊施設の客室稼働率と客室単価

観光消費額を高めるためには、宿泊客数の増加が重要な要素となります。しかし、現状で
は繁忙期における宿泊施設の稼働率がすでに高水準に達しており、これ以上大幅に受入人数
を拡大することは難しい状況にあります。そのため、今後は宿泊施設の稼働状況に応じて柔
軟に対応する2つの方向性が求められます。

①稼働率に余裕のない繁忙期は客室単価を上げる

②稼働率に余裕のある閑散期は宿泊人数を増やす

これらの取組を、宿泊施設を含む市内の観光事業者と連携しながら段階的に検討・実施し
ていくことが重要です。また、既存の宿泊施設の維持や高付加価値化に加え、宿泊施設数の
増加も大切な要素となります。

観光振興ノート

テーマ：観光庁の外国人旅行者数のKPI

国は「観光立国」の実現を目指し、令和12年(2030年)までに外国人旅行者数を6,000万人
に拡大するという目標を掲げています。令和6年(2024年)には約3,700万人に達し、新型コロ
ナウイルスの影響から着実に回復しました。令和7年(2025年)もその勢いは続き、年間で
4,200万人を突破し、過去最高を記録しています。

また、国はそのほかの指標として、

・外国人旅行消費額の増加

・地方部（都心以外）での外国人延べ宿泊者数増加

・リピーター数の増加

を掲げています。
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第６章 計画推進体制

１. 計画の進捗管理について

進捗管理については、PDCA サイクル(Plan：計画、Do：実行、Check：評価、 Act：改
善) を用いて実施します。

具体的には、年度ごとに数値目標と実績を比較することで、計画の進捗状況を確認すると
ともに、必要に応じて数値目標の見直しを行います。

このPDCA サイクルを繰り返し回すことで、着実な計画の推進と目標の達成へとつなげて
いきます。

本計画の推進にあたっては、「目指す姿」や「基本方針」を常に意識して観光振興に取り
組むとともに、定期的に「数値目標（KPI）」を確認して進捗状況を把握し、必要に応じて
目標を修正しながら、状況に合わせて柔軟に取り組んでいくことが重要です。

２. 計画の推進体制

本計画を推進していくためには、大津市・びわ湖大津観光協会・観光関連団体などが連携
して取り組んでいく必要があります。また、本市の観光事業者や市民に対して情報を共有し、
関係者が一体となって観光振興に取り組むことが重要です。

34

Action
検証結果に応じて、

取組内容や数値目標を見直す

Do
コンテンツや受入環境の充実、
効果的なプロモーションの実施

Plan
実施していく施策と効果検証に

最適な数値目標を設定

Check
年度ごとに数値目標を用いて

進捗状況を検証
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第６章 計画推進体制

３. 観光まちづくりに向けた目指すべき推進体制の構築

持続可能な観光まちづくりを行うためには、観光に関わる各組織の役割を明確にすること
が重要です。令和10年度(2028年度)の大津市総合計画の次期基本構想の策定を見据え、「観
光事業者」「観光関連団体」「びわ湖大津観光協会」「大津市」の4つの組織が将来的に担う
べき役割を整理し、段階的に体制構築を進める必要があります。

■観光事業者

観光まちづくりの主役。観光客にサービスを提供する最前線のプレイヤーとして高付加価
値サービスを創出・提供し、市外からの観光消費を呼び込みつつ、市内調達率を高め、地域
経済の活性化に貢献する。

■観光関連団体

エリアマネージャー。各エリアの特色や強みを生かした企画を立案し、エリア内の観光事
業者間で合意形成し、行政やびわ湖大津観光協会との橋渡しを行いながら、プレイングマ
ネージャーとして観光客にサービスを提供する。

■びわ湖大津観光協会

観光まちづくりの中核組織。効果的な誘客施策やコンテンツの企画を行うとともに、マー
ケティングデータの収集・分析、戦略立案、人材育成を担う。また、観光事業者の経営課題
をスピード感を持って捉え、必要な支援策をまとめ、行政との橋渡しを行う。

観光地経営の中核を担うため、本計画期間内に地域DMO登録を目指す。

■大津市

まちの魅力を高めるため、市有観光施設等の維持管理を行いながら、既存の観光事業者の
持続的な発展支援と新規事業者の参入促進とともに、観光計画の立案を行う。また、市民意
識の醸成と受入体制整備を行い、国や県、他市町との連携を行う。

（１）主な役割と将来像

（２）目指す体制図

観光事業者
観光関連団体

観光客（国内・海外）

大津市

市民
情報発信
マーケティング調査

サービス提供 観光消費

地域消費

あたたかい
気持ちで
お迎え

連携

地域
貢献

支援 協力支援 協力 意識醸成

びわ湖大津観光協会
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観光振興ノート

テーマ：地域全体を一つの会社に見立てた観光地経営の考え方

観光地経営とは、地域内の関係者が互いに連携し、地域全体を一つの組織体として捉えな
がら経営するという取組です。行政、観光協会、DMO、事業者、市民など、立場や目的の異
なる主体が共通の目的を持ち、相互に補完し合うことで、地域としての競争力を高め、持続
可能な観光まちづくりを行うものです。

たとえば、一般の民間企業では、経営管理部門、総務部門、人事部門、マーケティング部
門、営業部門、開発部門、サービス部門など、明確に機能分化された部門が存在し、それぞ
れが特定の役割と責任を担っています。これにより、業務の重複や無駄を防ぎ、全体として
効率的かつ戦略的に経営を行うことが可能になります。

観光地経営も同様で、地域という「一つの企業」を構成する多様なプレイヤーが、自らの
役割を自覚し、他の主体との関係性を整理しながら活動することが不可欠です。

行政は方針やルールづくりを担い、事業者は具体的なサービスや商品を提供し、各プレー
ヤーの調整や意思決定を行うために必要なデータ分析、マーケティングをDMOが担うといっ
た役割を明確にした上で、相互に連携することで、地域全体の経営がより効果的かつ持続的
に展開できるようになります。

本市ではまず、観光地経営の中核を担うびわ湖大津観光協会がDMO登録の要件を満たすよ
うな体制整備を本計画期間内で目指し、次期総合計画期間内での持続可能な観光まちづくり
に向けた基盤整備を行います。

第６章 計画推進体制

観光振興ノート

テーマ：広域連携について

市域を超えた広域連携は、本市単独では提供し得ない体験価値の拡張や情報拡散力とブラ
ンド力の強化につながります。

滋賀県や県内他市町との連携については、2027年秋のJRデスティネーションキャンペーン
をはじめとした県域での大型キャンペーンで密に連携するとともに、自転車などでびわ湖を
一周する「ビワイチ」などで県内連携を積極的に推進します。

我が国を代表する観光都市である京都市との連携も重要です。現在取り組んでいるびわ湖
疏水船事業や認定通訳ガイド事業に加えて、今後予定される関空特急はるかの山科駅までの
延伸など、様々な分野で協力しながら取り組むとともに、京都市の「時期・時間・場所の分
散化や広域観光の推進等による混雑対策の強化（京都観光振興計画2025より）」に対しても
連携を図ります。

また、宇治市、越前市とは2024年の事業を皮切りに紫式部や源氏物語ゆかりの地として
様々な連携を行っており、引き続き取り組みます。

さらには、敦賀駅までの北陸新幹線の延伸や、敦賀港への定期観光船の発着など、観光導
線の変化に応じて新たな連携先を模索する必要があります。
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新たな大津市観光計画策定に関する意見交換会 参加者

新たな大津市観光計画策定に関する会議実施記録

会議名 実施日 実施場所

意見交換会（第一回） 令和7年4月21日 大津市役所

意見交換会（第二回） 令和7年8月26日 大津市役所

意見交換会（第三回） 令和7年10月6日 大津市役所

事業者向け勉強会 令和7年10月28日 コラボしが21

意見交換会（第四回） 令和7年11月7日 大津市民文化会館

パブリックコメント開始 令和7年12月25日 -

パブリックコメント終了 令和8年1月13日 -

意見交換会（第五回） 令和8年2月16日 大津市役所

（50音順、敬称略）
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所属 役職等 氏名

おごと温泉旅館協同組合
おごと温泉観光協会

理事長
会長

池見 喜博

(有)至誠庵
(一社)石山観光協会

取締役
副会長

井上 貫太

(一社)シガーシガ 代表 岡山 泰士

京阪ホールディングス(株)
(一社)比叡山・びわ湖DMO

経営企画室体験価値共創担当 課長
CMO(ﾃﾞｰﾀ分析・ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ責任者）

片岡 大祐

(株)きゅうべえ 代表取締役 谷口 創太

びわ湖大津プリンスホテル 総支配人 中山 隆之

びわ湖大津プリンスホテル セールス＆マーケティング部門支配人 半田 悦子

阪南大学国際学部
国際観光学科

教授 福本 賢太

湖信会
(公社)びわ湖大津観光協会

園城寺（三井寺）執事長
副会長

福家 紀明

(公社)びわ湖大津観光協会 専務理事（兼事務局長） 宮本 説三

(株)らくたび 代表取締役 若村 亮
※2025年10月9日時点

（第3回・第4回・第5回参加）

（第1回・第2回参加）
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調査名 内容

大津市人流動態調査2025

本市に来訪した観光客の動向を把握する調査

●調査手法：スマートフォン等の位置情報（GPSデータ）を活
用し、市内外に登録した100スポットの観光施設などの人流
データ（出発地や周遊箇所、宿泊有無など）を分析

●調査対象時期：令和5年1月1日～令和6年12月31日

大津市インバウンド街頭調査

京都を訪れた外国人旅行者の潜在ニーズを深堀し、本市への誘
客手法を模索する調査

●調査手法：対面での聞き取り調査

●調査時期：令和7年6月

●サンプル数：141

●設問数：28問

大津市国内WEBアンケート調査

本市を来訪した旅行者などの、来訪動機や観光コンテンツの認
知度・興味度などを把握する調査

●調査手法：インターネットによる調査

●調査時期：令和7年6 月

●サンプル数：1,030 サンプル
•直近3年以内の大津市宿泊旅行者：309 サンプル
•直近3年以内の大津市日帰り旅行者：309 サンプル
•大津市来訪経験なし 検討あり：206 サンプル
•大津市来訪経験なし 検討なし：206 サンプル

●設問数：17問

大津市宿泊施設QRアンケート調査

本市に宿泊した人の認知経路や満足度などを把握する調査

●調査手法：市内の宿泊施設にQRコードのアンケートを設置

●調査時期：令和7年６～８月

●サンプル数：国内観光客300サンプル以上、訪日観光客1,000
サンプル以上

●設問数：15問

大津市内宿泊施設を対象とした

アンケート2025

本市の宿泊施設の室数や稼働率、経営課題などを把握する調査

●調査手法：市内の宿泊施設にアンケートを送付

●調査時期：令和7年9月

●サンプル数：28施設

●設問数：12問

巻末資料

実施調査一覧
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オーバーツーリズム 「観光地やその観光地に暮らす住民の生活の質、及び（或いは）訪
れる旅行者の体験の質に対して、観光が過度に与えるネガティブな
影響」（観光庁資料より引用）。

SDGs サステナブル・ディベロップメント・ゴールズ（Sus tainable
Development Goals）の略。「持続可能な開発目標」を意味し、
持続可能でよりよい世界を目指す国際目標。17 の目標・169のター
ゲットから構成されている。

地域DMO DMO（観光地域づくり法人）は、広域連携DMO、都道府県DMO、

地域DMOに区分される。地域DMOとは、単一市区町村の区域並び
に複数市区町村にまたがる区域を一体とした観光地域において、
マネジメントやマーケティング等を行うことにより観光地域づくり
を行う組織。

JRデスティネーション
キャンペーン

JRグループ６社と地元行政が協働して地域の新たな観光の魅力を
発信し誘客する大型観光キャンペーン。

観光資源と観光コンテンツ 本計画においては、下記のように定義する。
観光資源は地域にもともとある魅力（自然、歴史、食、産業など）。

観光コンテンツは資源を体験・商品に磨いたもの（ツアー、アク
ティビティ、ガイド、イベント等）。

じゃらん
観光国内宿泊旅行調査

株式会社リクルートの観光に関する調査・研究、地域振興機関
『じゃらんリサーチセンター』が観光などを目的とした“宿泊を伴
う国内旅行”の実態を、一般消費者を対象に年1回調べる調査（出張
等を除外）
※じゃらん、じゃらんnet利用者を対象とした調査ではない。

法定外目的税 法定外税とは、地方税法に定める税目（法定税）以外に、地方団体
（自治体など）が条例により新設する税目。
法定外目的税とは、法定外税のうち、税の使途が特定されているも
の。

用語集
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用語集

宿泊税 宿泊者に課税する地方税（法定外目的税）。

MICE（マイス）
※コンベンションを含む

主に企業が行う会議（Metting）、報奨・研修旅行（Incentive）、

国際機関・団体、学会・協会等が行う総会や学術集会・大会
（Convention）及び展示会・見本市、イベント（Exhibition／
Event）の頭文字をとったものであり、これらの「ビジネスイベン
ト」の総称。

ユニークベニュー 歴史的建造物や文化施設など、特別感や地域性を演出することが
できる会場のこと。印象に残るMICEを演出するために有効な手段
の一つであり、近年、積極的な活用が求められている。

パーソナライズ
ターゲティング

従来のマスマーケティング（マスメディアを通じて一定の数の方
を一括りに対象として同一のメッセージでアプローチする手法）
ではなく、オンライン上で個人の行動を追跡し、ニーズを把握し、
顧客一人一人に合わせてアプローチするマーケティング手法。

＜下記、観光庁資料抜粋＞
顧客との接点がマスメディア（広告媒体、新聞・雑誌、テレビな
ど）中心であった頃は、マスマーケティングという、一定の数の
方を一括りに対象として、同一のメッセージやサービスでアプ
ローチする手法が広く用いられていました。しかし、インター
ネットの普及やデジタル化による顧客接点の増加により、オンラ
イン上で個人の行動の追跡やニーズ把握が可能となり、顧客一人
一人に合わせた（= パーソナライズした）マーケティングの重要
性が増してきました。

ナイトタイムエコノミー ナイトタイムエコノミーとは、夜間（18時から翌日朝６時まで）
の経済活動のことを指す。文化・経済の両面でまちを活性化させ、
今後の経済を支える重要なテーマである。地域の状況に応じた夜
間の楽しみ方を拡充し、夜ならではの消費活動や魅力を創出する
ことで、経済効果を高める（国土交通省HPより）。

FAMツアー Familiarization Tour 観光誘致を目的に海外の旅行会社やメディア、
SNSインフルエンサーなどを現地に招請し、視察や取材、意見交
換を行うもの（観光庁資料より抜粋）。
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【発行】大津市（産業観光部観光振興課）
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